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高 知 県 四 万 十 帯 の 自 亜 紀 有 孔 虫

――上組層の浮遊性有孔虫に関する予報一一

高  柳  洋  吉来

(1980年 9月 30日 受理)

は じ め に

葛知県の四万十帯に関する研究は、高知大学の研究

そ中心に推進され、その活動は最近とみに活発であ

rl亜系の化石層位学的資料の蓄積もかなりな程度

itんだといってさしつかえない.なかでも最新の話

二こなったのは, 甲藤ら (1980)によって 報じらた
‐モ (かみ)ア耶香我美 (かがみ)町付近の四万+1帯
_Iか らの 」′ιοε′′α″ι″S等の多量の二枚貝化石の発
しである.こ の報告では,新発見の I.(Lry″′。′′′s)

∴ ノ
`τ

わ′αι′
`s(ScHLOTHEIM)な

どに加えて,以前に

|(1961)が新化イ千産地の近 くから採集して “7′2ο‐

‐
t7″″′S Sp.い と記録してあった標本が実は I.cf.

・″οビ,7sピ s NACAO and MATSUMOTOで あつたこ

:な どが明らかにされた。これによって,III藤 ら (前

_|ま、 “呑我美町上組 (う わぐみ)付近に分布す

|ケ奈路層11当層の北半部の黒色頁岩中には、下
r19

手 東北人学理学部地質学古
`li物

学教牢

チュロニアン～ _L部 チュロニアン (I.′′sカグοι′,sJs

zOne)の 存在が確実となった"と結論したのである。

本報告は, これらの大型化石の産出した黒色頁岩の

試料の提供を受け,有孔虫化石について検討した結果

の概要である.詳 しい記載は別の機会に行う予定であ

り, ここでは主として産出した浮遊性有孔虫のTI構成

と,それに基づく時代観について述べる.

試     料

試料の採集位置は甲藤ら (1980)の 2地点のうちの

北の地点にあたるが,明確を期するため同氏らの図を

引用しておく (Fig,1).産 出層である黒色頁岩は,

前述のように “堂ケ奈路層相当層"と されていたが、

その後に至って、堂ケ奈路層との岩相や年代の相違を

重視し, これを_J■組層と命名する意図である旨の連絡

(III藤・田代両氏の 口述)を受けている.したがっ

て、 ここでは地層名として上組層を用いる.

試料は堅硬な黒色頁岩であるため,処理にはフッ化

水素酸法を用いて有孔虫化石を分離した.

Fig. 1. Geologic maP of the Uwagumi
area showing the location of the

fossil locality.
MTL: Median Tectonic Line'
BTL: Butsuzo Tectonic Line'
1: Southern Subbelt of the Chic-

hibu Belt (Sanbosan Group)
2-4: Northern Subbelt of the Shi-

manto Belt (2: black mudstone,
3: sandstone, 4: alternation of
sandstone and mudstone)

5 : Microfossil localitY.
(Karro, TASHIRo and Aorr, 1980)
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浮 遊 性 有 孔 虫

検出した有孔虫化石群は浮遊性種に比較的富んでい

るが,1種あたりの個体数は少ない。底生種について
はまだ十分検討が済んでいないが,数種を除き,これ

も一般に個体数は少ない。

浮遊性種では次のものが識別された。

C′οι′g′″′″′′ιοグ′ιs ιαsιノグ(BoLLI,

LoEBLICH and TAPPAN)            c

″′グらι″g′′′α απαらづ′′s LoEBLICH and

TAPPAN                      r
″ι″ら′″g′′′α cf. απαιグ′′s LoEBLICH

and TAPPAN                 r
″
`″
ιι/gι′′α cf. ″ι′′グοι″●グs(CARSEY)  f

″ι″ら′rg′′′α ′́α″JSpゴ″α(TAPPAN)      r

Iみ
′ん′ιι′π′′′α α″ιんαιοσ″ιιαι′α PESSACNO  f
Iル
′力′′′J″′′′α ′″ο″″α′α (BoLLI)          f

I弔
′力′ιιJ″ι′′α cf. グ″ο′″α′α (BoLLI)       r

iイα″gグ″ο″″″″ια″α Cf. Oα″α′J`π′α″α

(REUSS)                  r
να″g′″οι″α″ια″α ′″ググια (JACOB and

SASTRY)                         r

Mα rgJ″οι″α″
`α
″α πα″g′″αια (REUSS)  r

″′ιι″ο力ι′た cf. πο″′πα″′(CUSHMAN) r
右側の c,f,rは 相対頻度を示し,cOmmon,few,
rareの略語である.

Gιοみ″gι″グ″′′′οグ″′s εαsιyグ (Pl. 31, fig. 4)

上組層の浮遊性種群中最も多い。平面旋回状の形態

としては唯一のグループである。やや開旋回になった

広い磨部に残留口孔群が観察される。本種を G.σ %s力 _

″2απ′(TAPPAN)と 同種とする見解もあるが (MAS―

TERS,1977),そ れには同意できない.

″ιαらι″gι′′αα″αらグιグs(Pl.32,fig。  1)

平たい トロコイ ド旋回状の種で,最終旋回は 5室で

構成され,それらの室の輪部が著しい小葉片状を呈す

ることが特徴となっている。 最後の特徴の点で, ″ .
cf. ″πあグ′グs(Pl. 32, fig. 2) |ま やや形状を異に

しているが,縫合線部や殻壁表面の状態など性状は共

通であり,種内変異の 1形態と見なすことができる.

″ι′ら′rgι′′α cf. ′ι′″″οι″s′s (Pl. 32, fig.

3)

典型的形態に比較して,最終旋回に現れた室数がオ

や多く,かつ最終室の既成室群に対する大きさの割 f,

が大きい。 しかし, その他の特徴は よく適合して :

る.

″ι″ι′rgι′′α ′́α″グ,夕 J″α (Pl・  32, fig. 4)

低い トロコイ ド旋回状,最終旋回は 6～ 7室より■

り,成長に伴う室の拡大率は緩漫である.殻高が低

く,平面旋回形に近い形状を持つ。

Iう
/λ′ι′′″′′′α α″ε/2αιO`″ιιαιια (Pl. 31, figs.

1, 2)

最終旋回は 4～5室よりなり, 膀部はかなり広く_

保存不良ながら被覆板の一部が認められる.

I1/カグιιグ″′′′α グ″ο″″αια (Pl. 30, fig.4;Pl.31_

fig。 3)

前者とよく類似しているが,最終ないしその前室=
圧縮されて周縁部が角ばった形になることで区別でき

る。 1ル
″
.cf.′″ο′PIαια(Pl.30, fig.5, Pl. 31, fi3・

6)成体ではないため, 種の形質の発現が十分に見
=

れないが, 旋回の状況等よリ ア .レο″″α′αに比●
しうるものとした.

ハイα″gJ″οι′″″ια″α Cf. σα″α′グε″′αια (Pl. 30_

fig.3)

はなはだ保存が悪い標本であるが, らせん側面.「

側面が平たく,間隔の開いた 2本のキールで縁取らr

た殻の周縁部,半月形をしたらせん側面部の室形な
=

の特徴は M.ια″α′ゴε″′αια のものと一致する.

Aイαrgグ″οι′2r″ια″α ″″′Jεα (Pl. 30, fig。  1)

やや変形しているが,凸形の踏側面と平坦に近t'
せん側面をもち,間隔のせまい 2本のキールが殻の1

縁を取り巻く.すべての性状は本種の特徴をよく表7

している。

xlfα″gグ″οι″α″
`α
″α ″lαrgJ″αια (Pl. 30, fi3 2

かなりせまい 2本のキールが存在するが,最終室暑

縁では不明確になっている。保存はかなり悪いが.士

体として本種の特徴をとどめている。

〃ιιι′ο力′′グ″ cf. πο″ι722α″′(Pl.31, fig.5

2列状配列の本属は上組層の群集ではきわめて,t
い。室の形状はむしろ 〃.″′

“
ss′ (CNSHMAN)に 二

曖:

七

彗

●
=:

¬ξ  
‐

´
一

・

・
・´



:数がオ

の割イ:

しヽてt

4)

1よ りな

:高が低

tgs.

広く、

1.31.

1前室=
,1でき

1, fig.

にヽ」1=

に比ミ

|. 30.

面,警

1取ら7

1形など

う.

1)

近い
=

殻のF

く表′

fig.2

終室董

が,壼

:.5)

て少な

)に二
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がヽ,細い条線状の装飾を欠く点で異なる.口孔の形

,tと 室配列は成長途上の ″.″ιο″ι″α″′個体に近

浮遊性有孔虫化石群の年代

上述の構成からなる上組層の化石群の層位的位置を

t討するに当って,連続した化石層序の判明している

」
`海
道,太 N1/洋東岸地域 (California), メキシコ湾

■地域のものとの比較を行った.主として参照 した資

=は , Jヒ海道は MAIYA and TAKAYANACI(1977),

■1え洋東岸地域は DouGLAS(1969),メ キシコ湾沿

■地域は PESSACNO(1967,1969)である。

上組層化石群の構成TTの上記 3地域における層位的

1布の記録を,標準年代層序区分に従って整FHし たも

うがFig.2で ある.地域による層位的分布のづれは,

地質記録の不完全さや地域的環境条件の相違あるいは

古生物地理的分布の差などに起因するものと考えられ

るが,大方の場合にはかなり良い一致が見られる。こ

れによって,有子L虫化石の産出層準は TurOnianに

相当することが明らかに示されているが, さらに進め

て細分した位置づけを行う根拠は得られない。なお,

この図に示した北米の年代層序区分はPESSAcNO(前

出)によるものである。

Turonianの模式地における有子L虫の研究は BuTT

(1966)によって行われている。 BuTTの叙述によ

″引ぎ,  もともと18424ヨこD'ORBIGNYが Turonian

階を提唱した時点では,パ リ命地の Tours市ないし

Tournainc地 域から名をとった含海緑石チョーク,

チョーク質海緑石,石灰砂岩質チョークおよび緑色砂

岩の層を指すものにすぎなかった。現在用いられてい

Cenoman ian Turon ian Con iac ian S. IIIROPEAN STAGES 

-.--.'/

GL obi g erinelLoi dee eas eg i

●●●00?σ σ HedbergeLLa amabiLie
? ″κ

■

一

He dbergeLLa delrioensis
?″κ

●●●●●? σσ H e db e rq e L La plani spira

Whi te ine L L a archqe o cr e t ae e a

llhiteineLLa inornata

″σ 。●― ltld r o i n o t runc ana canal i eul a ta

σσ● I.!a"gino truncana indi ca

●

一

14arg ino ttuncana narginata

●●●●? σて HeteroheLit no?enani

Washi t.l W. I Eagle fordian A ustinian
LA

Fig. 2, Distribution of the Uwagurni planktonic foraminiferal species in Northern
California (CI). Gulf Coastal Plain (GC) and Hokkaido (HK).
Alb.: Albian, S. : Santonian, washit. : Washitan, W.: Woodbinian.
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る定義は, 彼の再定義 (D'ORBIGNY,1847)に基づ

くもので,大型化石帯によって元来の Turonianを

2分 し,下半部を CenOmanianと 新たに定義・分離

することによって,TurOnianを上半部に限定したの

である。しかしながら,こ の際にも模式地の指定はな

されていない。D'ORBIGNYが Turonianに合めた地

層群が最も完全に発達するChcrり |1北岸の,Fretevou

より Chisscauxの 間の断面を模式断面に指定したの

は, はるか後年の LECOINTRE(1959)で ある.
BuTT(前出)は これに従って層序を検討し, この

断面における地層群を,下位より Fretcvou Chalk,
Noyers Chalk,  Bourr6 Limcstonc, Touraine

LimestOneに 4分したが, 有子L虫 化石を最下位の

Fretevou Chalkか ら記載 している.

BuTTの 報告した群集はごく単調で,底生種H種,浮

遊性種 4種にすぎない。後者は P″α′g′οらοι″
“
″ια″α

cf. みαg″ J ScHEIBNEROVA, P, s″ ί /7α 27J(GAN‐

DOLFI), Gιοιοι′rr27 ε
“
α cf. ″ι″2J GANDOLFI お

よび ″ιグル″g″′α ″″″グο′″sJs(CARSEY)で あ
る.上組層の群集と共通するのは,最後の種のみであ
るが,図版で判断すると,他にも共通種が存在する。

すなわち,彼の P′αιg′οらο″″″rα″α cf.力αg″グは
.lfα″gJ″οι″″″εα″α の誤りで あることは明 白で あ

って,こ の中に少 くとも ν . 夕,2α″gルαια と ν .

プ′″レグιαια (MoRNOD)の 2種が含まれている.こ
のような同定の不確実さは, ″′″ι″gι″αグ′′′・′οι_

″sJsと して描かれた標本中にも,他の種たとえば ″ .
ら″Jιι

“

勿 sJs LoEBLICH and TAPPAN な ど に 同 定

せざるをえないものが混在していることでも認められ

る。C′οιο″′″″rα″α cf.″ι″z′ としたものは図示さ

れていないので,判断の及ばぬところであるが,模式

地の Turonian 有孔虫の再研究は今後の課題であ
る.と はいえ,上述した種の構成はメキシコ湾岸地域
の群集組成ともよく共通し,ひいては上組層化石群の

時代観を裏付けている。

なお,模式地の Turonian化石群との関係につい

て,小論の主題からややはずれることながら,付言し

ておきたいことがある.現在,上組層の底生有子L虫に
ついて検討中であるが,群集としては大半が保存不良
のため固定が容易でない.しかし, この中に比較的多

産するのが Gαυι′グ″′〃α属数種である。 中でも顕著

な存在は,G.′ο″″αJ″ι″sお であり,本種は BuTT
(前出)が Gαυ′′J″ό s″S ιο

“
″αブ″′″sJsと して記載

したものに他ならない。この地理的分布を究めるに十

分な記録はまだないが,共通する底生種の産出は単 1

年代論に限らず,古生物地理を考察する上で重要な資

料となろう。
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¨ ary・Otes on the Cretaeous f… fera from the Uwaguni

Fomation Of the Shimmto Belt,Kochi Prefdure,Sh歯 面

YoKichi TAKAYAI{AGI

,メ Tb71祖
d回∞麒d″哺¬ノぬ改u un“山

Abstract

lDetraot Cretaceous planktonic foraminiferal fauna is first recorded from the Northern

Folt of the Shimanto Belt in Kochi Prefecture. Microfauna found in association with
t megafossils such as Inoceramus (Mytiloides) cf, labiatas Scttl-otlluIM, etc. are.
@igerineltoides caseyi (Bor,r,r, toEBLIcE and Teppew), Hedbergella amabilis LoEBLICH

dTnppex, H. cf. amabilis LoEBLIcH and TAPPAN, H. cf. delrioensis (Censsv), If.
fuis pira (Teppert), W hiteinella archaeocretacaa PBssecNo , W . inornata (Bolrr), W . cf .

*tata (Borlt), fuIarginotruncana cf . cataliculata (Rruss), M. indica (Jecon and

!rsray), M. marginata (Reuss), and, Heterohalit cf . tnoremazi (CugruaN). Based on

lntigraphic distribution of these component species, the fossiliferous horizon of the

flregumi Formation is assigrned to Turonian in age.
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Fig. 1

Fig.2

Fig。 3

Fig. 4  1ル′力′″′′′2′ι′α

×97

Fig. 5 ラI′λグ″′J″ι′′α

×123

inornata (Boru)
a. Spiral view

b. Umbilical view

c. Side view

cf, inornata (Borrr)

a, Spiral view

b. Umbilical view

c. Side view

Explanation of Plate 30

Marginotruncana indica (JACOS and SASTRY)

x77 a. Spiral view

b. Umbilical view

c. Side view

M arginotru.ncana m.arginara (RBuss)

X 168 a. Spiral view

b. Umbilical view

c. Side view

Marginotruncana cf , canaliculata (RB,uss)

x123 a, Spiral view

b. Umbilical view

c. Side view





Explanatio of Plate 31

Fig. I Whiteinella archaeocretacea PEssAGNo

×168 a. Umbilical view

b. Spiral view

c. Side view

Fig, 2 Whiteinella archaeocretacea PEssAGNo

×174 a. Umbilical viё w

Fig。 3

b. Spiral view

' c. Side-view

W hit einel I a inornat a (Bour)
X 145 a- Umbilical view

b. Spiral view
c. Side view

Globigerinelloidei caseyi (Bolrr, LoEBLTcH and TeppeN)
×194 a, b. Side_view

c.Edge view

Fig. 5 Heterohelir cf , moreiand (CusnrrlaN)

X194 a, c. Side view

b. Edge view

Fig. 6 7λ ′′′′″′′′α cfo Jπο″″αια (BOLLl)

X168       a. Uinbilical view
‐
       bo Side view

４ｇ
．

ゃ

Ｆ

．



Plate 31



Explanation of Plate 32

Fig. I Hedbergella amabilis LoEBLTcH and TeppeN
×178 a. Spiral view

b. Umbilical view

c. Side view

Fig. 2 Hedbergella cf . umabilis LoEBLTcH and TAppAN
×178 a. Spiral view

b. Umbilical view
c. Side view

Fig. 3 Hed.bergella cf , delrioensis (Cansgv)

x228 a. Spiral view
b. Umbilical view
c. Side view

H edbergella planis pira (TappaN)Fig. 4

×170 a. Spiral view

b. Umbilical view
c. Side view
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